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平成２６年度第 ５回理事会
【開催日】平成２７年 １ 月２２日（木）

　会長あいさつの後、議事録署名人に松浦康裕理事、

田中昭範理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会

議が進められた。

連絡・報告事項
１．会務全般報告
２．各部報告
３．全国会長会議報告
４．その他
　　

審議事項
１．本会ホームページへの補助者募集情報の掲載につ
いて

　会員における円滑な補助者雇用に資するため、本会

ホームページに会員の補助者募集情報を掲載すること

について総務部より提案があり、異議なく承認された。

２ ．顧問弁護士について　

　契約内容を含めた顧問弁護士の見直しについて総務

部より提案があり、異議なく承認された。

協議事項
１．安否確認訓練について
２．平成２６年度事業の確認について
３．平成２７年度事業計画案及び予算案の策定について

平成２６年度第 ６回理事会
【開催日】平成２７年 ３ 月２６日（木）

　会長あいさつの後、議事録署名人に遠藤好城理事、

濱口徹理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会議

が進められた。

連絡・報告事項
１．会務全般報告
２．各部報告
３．その他
　　

審議事項
１．平成２６年度事業報告、平成２７年度事業計画案及び
予算案について

　平成２６年度事業報告、平成２７年度事業計画案及び予

算案について順次審議が行われ、本会定時総会に上程

することとした。

２ ．特別会費制度の見直しについて
　近年オンライン登記申請の普及に伴い、特別会費納

付書に １ 年分の証票を添付されるケースが多くみられ

ることとなったことから、平成２８年分取扱事件より証

票を廃止し、 １ 年間の総事件数に基づく特別会費金額

の納付制度に変更することについて提案が行われ、本

会定時総会に上程することとした。

　

３ ．表彰受賞候補者について
　平成２７年度各表彰受賞候補者について異議なく承認

された。

協議事項
１．定時総会までの主な会議スケジュールについて
２．地籍問題研究会報告

理事会トピックス理事会トピックス

TopicsTopics
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平成２７年度第 １回理事会
【開催日】平成２７年 ５ 月２２日（金）

　会長あいさつの後、議事録署名人門脇直彦理事、竹

添貴浩理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会議

が進められた。

連絡・報告事項
１．会務全般報告
２．各部報告

審議事項
１．定時総会の運営について
　定時総会のタイムスケジュール及び議案について総

務部より提案があり、異議なく承認された。

２ ．会長表彰受賞者について
　本年度定時総会において表彰受賞となる本会会長表

彰受賞者について、各支部より推薦のあった１１名につ

いて、異議なく承認された。

３ ．境界問題相談センターひょうご手続実施者の選任
について

　本年 ６ 月 １ 日より新たな任期となる新たな手続実施

者について、センター運営委員会からの推薦者３７名に

ついて、新たな手続実施者として任命することで異議

なく承認された。

　

４ ．情報公開に関する細則の改正について
　情報公開に関する規則では、法人を含む会員の懲戒

処分に関する情報を公開する一方で、情報公開に関す

る細則では会員でなくなったときはこれを抹消するこ

ととされており、同規定に基づくと会員が業務の禁止

の処分を受けた際は登録を取り消すこととなり、情報

公開することができなくなることから、懲戒処分の情

報に関しては登録の有無にかかわらず情報を公開する

ための細則改正案が提案され、異議なく承認された。

　

協議事項
１．神戸支部による「空家等対策の推進に関する特別
措置法案に対する附帯決議」に関する神戸市、芦

屋市への意見書の提出について
２．その他

平成２７年度第 ２回理事会
【開催日】平成２７年 ６ 月１２日（金）

　会長あいさつの後、議事録署名人田中昭範理事、岡

﨑直代理事の ２ 名が選任され、岸本会長を議長に会議

が進められた。

審議事項
１．副会長及び理事の担当する業務範囲の指定案につ
いて

２．常任理事の指定案について
　副会長及び理事の担当する業務範囲の指定案につい

て審議、以下のとおりとすることで承認された。また、

常任理事会については、部長をもって充てることで承

認された。

副会長 部　長 副部長 理　事
総　務　部 橋詰　繁美 山本　光利 田中　昭範

財　務　部 橋詰　繁美 大手　信明 岡﨑　直代

業　務　部 安居　正彦 関和　　孝 瓜生　哲也 坂田　秀和
藤本　明生

広　報　部 三嶋　裕之 中山　敬一 菊田　貴惠 佐古井　守

研　修　部 安居　正彦 渡邊　茂樹 岸部　　勇 小柴　健二
山形　健郎

社会事業部 三嶋　裕之 髙橋　雅史 宮嶋　　明 竹島　　丈
立花　義房

センターひょうご 中井　富子

３ ．会長職務代理者の指定案について
　会長職務代理者に第 １ 順位として橋詰副会長、第 ２

順位として安居副会長、第 ３ 順位として三嶋副会長、

第 ４ 順位として中井副会長、第 ５ 順位として山本総務

部長とすることで、岸本会長より提案がなされ、異議

なく承認された。

４ ．注意勧告理事会の理事及び損害保険事故処理委員
の人選案について

　注意勧告理事会の理事として、山本総務部長、大手

財務部長、関和業務部長、渡邊研修部長、髙橋社会事

業部長の ５ 名をもって充てること及び損害保険事故処

理委員に山本総務部長、大手財務部長、関和業務部長

をもって充てることで承認された。
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５ ．紛議調停委員会委員の人選について
　紛議調停委員会委員に江本名誉会長、橋詰副会長、

山本総務部長、関和業務部長、中山広報部長、熊澤前

理事、鈴木顧問弁護士をもって充てることで提案がな

され、異議なく承認された。

６ ．まちづくり事務局委員、地籍問題研究会委員の人
選について

　まちづくり事務局委員に中井副会長、髙橋社会事業

部長をもって充てること及び本会が会員として登録し

ている地籍問題研究会の代表者等を役員改選に伴い変

更することで異議なく承認された。

７ ．相談役・参与の人選案について
　相談役、参与について、名誉会長顧問等の委嘱に関

する基準に基づき、相談役にこれまでの相談役である

室谷元会長、天野元会長、小田相談役、福岡相談役、

吉井相談役に加えて新たに内川元副会長、河嶋前副会

長を委嘱すること及び参与については、泉山前監事を

委嘱することで承認された。

８ ．顧問の人選案について
　政治連盟より提案のあった以下の顧問議員案につい

て異議なく承認された。

衆議院議員　自民党　西村康稔議員、盛山正仁議員、

　　　　　　　　　　藤井比早之議員

　　　　　　公明党　赤羽一嘉議員

　　　　　　民主党　松本剛明議員

参議院議員　自民党　鴻池祥肇議員、末松信介議員

県議会議員　自民党　加田裕之議員、上田良介議員、

　　　　　　　　　　黒川治議員、幣原都議員、

　　　　　　　　　　内藤兵衛議員、森脇保仁議員、

　　　　　　　　　　吉岡健議員

　　　　　　公明党　野口裕議員、松田一成議員

９ ．各部・委員会の構成員人選と今後の運営案について
　本会各部、委員会の構成員の人選について協議、境

界問題相談センターひょうご推進委員会を除く構成員

について承認された。

　境界問題相談センターひょうご推進委員会について

は、次回理事会において審議することとした。

10．連合会総会代議員の人選と対応案について
　連合会定時総会代議員として、橋詰・安居・三嶋・

中井各副会長の ４ 名が選任され、岸本会長と共に出席

することとした。

11．退任役員に対する記念品贈呈について
　本年度定時総会をもって退任することとなった役員

に対する感謝状等の贈呈について審議、提案のとおり

承認された。

協議事項
１．政治連盟作成「空家等対策の推進に関する特別措
置法」の適切な実施を図るための専門家利用の提
言書に本会会長を連記する件について

２．今後の理事会の開催予定について
３．その他

測量機械・製図機・コンピュータ
事務機・事務用品・販売・修理

有  限
会  社 システム測器 40×40×5mm 60×60×5mm

＊神戸市（道路）境界票他各種取り揃えております。
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本会役員、各部・各委員会構成メンバー一覧

会 長 岸　本　八太郎
副 会 長 橋　詰　繁　美
副 会 長 安　居　正　彦
副 会 長 三　嶋　裕　之
副 会 長 中　井　富　子

監 事 阪　田　哲　彦
監 事 大　坪　　　昇
監 事 大　富　　　厚

総 務 部 財 務 部 業 務 部 広 報 部 研 修 部
担当副会長 尼 崎 橋詰　繁美 尼 崎 橋詰　繁美 神 戸 安居　正彦 神 戸 三嶋　裕之 神 戸 安居　正彦
部 長 東 播 山本　光利 神 戸 大手　信明 神 戸 関和　　孝 明 石 中山　敬一 伊 丹 渡邊　茂樹
副 部 長 神 戸 田中　昭範 姫 路 岡﨑　直代 尼 崎 瓜生　哲也 加古川 菊田　貴惠 但 馬 岸部　　勇
理 事 姫 路 坂田　秀和 西 播 佐古井　守 神 戸 小柴　健二
理 事 明 石 藤本　明生 淡 路 山形　健郎
理 事
理 事
部 員 神 戸 大平　祐規子 神 戸 若原　弘行 神 戸 横田　史生 神 戸 池端　徳幸

淡 路 福本　敬視 阪 神 山根　淳弘 阪 神 宮川　王音 姫 路 岩見　健次郎
伊 丹 島本　一幸 伊 丹 細山　慶太 但 馬 細見　浩夫
尼 崎 稲岡　二郎 尼 崎 呉本　守男 淡 路 藤堂　　登
姫 路 藤井　裕一 姫 路 葊瀬　孟司
加古川 今 　敏幸 加古川 廣田　隆徳
明 石 鬼頭　一伸 明 石 山﨑　伸恵
西 播 小部　英樹 西 播 竹内　　尚
但 馬 森田　公男 但 馬 寺内　正成
東 播 井上　勝彦 東 播 村上　由佳
淡 路 濵口　雄裕 淡 路 中本　千博

社会事業部 技術対策委員会 センターひょうご 情報管理室 制度対策室
担当副会長 神 戸 三嶋　裕之 神 戸 安居　正彦 神 戸 安居　正彦 尼 崎 橋詰　繁美
部長・委員長 姫 路 髙橋　雅史 東 播 高見　忠良 伊 丹 中井　富子 部 長 関和　　孝 東 播 山本　光利
副部長・委員長 阪 神 宮嶋　　明 神 戸 竹島　　丈 室 長 鬼頭　一伸 神 戸 田中　昭範
委員（理事） 神 戸 竹島　　丈 神 戸 西村　隆幸 尼 崎 瓜生　哲也 阪 神 関　進一郎 神 戸 大手　信明
委員（理事） 東 播 立花　義房 神 戸 前田　博行 姫 路 藤井　裕一 姫 路 坂田　秀和
委員（理事） 阪 神 平塚　勇太 加古川 今 　敏幸 神 戸 竹島　　丈
部員（委員） 神 戸 天野　泰志 伊 丹 松隈　紀文

阪 神 矢野　将秀 尼 崎 富澤　誠二
加古川 川畑　秀哲 姫 路 丸山　敦司
西 播 北川　昌彦 加古川 大西　　理

明 石 水田　直樹
西 播 黒田　博雄
但 馬 石塚　利之
淡 路 岸本　有宏

紛議調停委員会 苦情処理委員会 綱紀委員会 選挙管理委員会 支部長会
委 員 長 神 戸 江本　敏彦 尼 崎 橋詰　繁美 神 戸 正心　　章 西 播 福浦　茂樹 神 戸 樋口　敦仁
副 委 員 長 尼 崎 橋詰　繁美 東 播 吉井　敏恭 阪 神 浅田　寿之 加古川 熊澤　　務 阪 神 祝　　昌克
委 員 東 播 山本　光利 神 戸 安居　正彦 伊 丹 宮島　文夫 神 戸 多田　順治 伊 丹 箟　　繁樹

神 戸 関和　　孝 東 播 山本　光利 尼 崎 中村　光司 阪 神 中田　温通 尼 崎 八尾野　孝之
明 石 中山　敬一 神 戸 関和　　孝 姫 路 赤藤　健治 伊 丹 長澤　典永 姫 路 山本　　剛
加古川 熊澤　　務 神 戸 田中　昭範 加古川 大西　雅裕 尼 崎 八尾野　孝之 加古川 中西　　勉
顧 問 鈴木　尉久 尼 崎 瓜生　哲也 明 石 高見　清治 姫 路 真鍋　博行 明 石 阪尾　雅由
事務局 村上　康弘 事務局 村上　康弘 西 播 竹添　貴浩 明 石 中塚　靖佳 西 播 坂本　喜則

但 馬 竹尾　　尚 但 馬 荒川　修介 但 馬 大森　良明
東 播 遠藤　好城 東 播 松本　順三 東 播 甲山　正則
淡 路 濱口　　徹 淡 路 原田　　固 淡 路 長濱　宏樹
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支部長就任あいさつ

　 ４ 月２４日の定時総会におきまして、 ２ 期目の支部長

を拝命いたしました神戸支部の樋口敦仁でございま

す。また、 ６ 月１２日の支部長会におきましては支部長

会議長にも選任いただき、ますます身の引き締まる想

いでございます。

　右も左もわからないまま、前期、支部長ならびに支

部長会議長を務めてまいりました。至らぬ点など多々、

ございましたでしょうし、皆さまにもご迷惑をおかけ

することもあったのではと思います。今期はこれまで

の経験を活かし、反省すべきところを改善し、両重責

をまっとうしたいと思いますので今後とも、よろしく

お願い申し上げます。

　支部運営に際しましては、これまでの神戸支部の伝

統を引き継ぎつつも、現状に即した支部運営をと、執

行部および役員一同取り組んでまいりました。目にみ

える変革にいたるまではないまでも、一歩ずつ前進で

きたのではないかと思っております。今期は目に見え

る新しいことにもチャレンジし、神戸支部の更なる飛

躍に貢献したいと思います。

　支部長会議長としての職責については、これまでよ

りも一層、各支部間における連携や情報共有に務め、

本会をはじめ、公嘱協会、政治連盟、青調会との協働

を図り、相乗効果が生まれるように務めてまいります。

　大手企業の賃金ベースアップなど景気回復に関する

報道もなされる一方、自然災害などこれまでになかっ

たような報道も目にし、耳にする機会が増えたのでは

と感じています。よい傾向に動くにしても、悪い傾向

にあるにしても、様々な方面で変革の時期が訪れてい

るのではないでしょうか。

　土地家屋調査士が身を置く現状も同様ではないでし

◆神戸支部 	

樋　口　敦　仁
支部長

ょうか。先般の空家等対策の促進に関する特別措置法

案に対する付帯決議の決定を受け、土地家屋調査士が

職責を果たすことのできるステージが広がりつつあり

ます。土地家屋調査士が一致団結して取り組まなけれ

ばならない問題でございますし、必ず職域を確保しな

ければなりません。

　同問題のみならず、土地家屋調査士が未来永劫と国

民に必要とされる資格者であり続けるためには、土

地家屋調査士が同じベクトルを向かなければなりま

せん。各支部、本会、公嘱協会、政治連盟、青調会

など、様々なコミュニティーがございます。各々が

求められる活動を行なう事はいうまでもありません

が、それらの情報をいかに共有するかが重要だと考

えます。

　情報を共有する中で、各コミュニティーを越えた提

案や指摘なども生じるでしょう。それらを真摯に受け

止め、取り組むことで、より有意義な活動になるもの

と信じております。微力ではございますが、土地家屋

調査士が更なる昇華を遂げる一助となるべく、支部長

職、支部長会議長職をまっとうしたいと思いますので、

皆さまのご理解とご支援をお願いいたしまして、ご挨

拶にかえさせていただきます。

　このたび阪神支部の支部長を仰せつかりました祝　

昌克と申します。

　歴代支部長、歴代役員の方々が、長年にわたり、大

変なご苦労をされて支えてこられました阪神支部の支

部長をお引き受けするのは、身の引き締まる思いがい

たします。

◆阪神支部 	

祝　　　昌　克
支部長
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支部長就任あいさつ

　第３２回伊丹支部定時総会にて支部長に選出されまし

た箟です。若輩者で経験も浅いので色々とご迷惑をお

かけするかと思いますが、支部会員の皆様のお役に立

てるよう精一杯努力していきたいと思います。

　さて、私の登録・入会は平成15年でして、父が土地

家屋調査士をしておりました関係でこの仕事を選びま

した。しかしながら最初から調査士になろうと考えて

いたわけでは無く、大学は経済学部を選び、大学卒業

◆伊丹支部 	

箟　　　繁　樹
支部長

　このたび平成27年度の尼崎支部総会におきまして、

瓜生前支部長の後任として、尼崎支部長の大役をおお

せつかりました八尾野孝之と申します。

　歴代支部長をはじめ支部執行部の方々が粉骨砕身さ

れ、築き維持されてきました尼崎支部の支部長をお引

き受けすることになり、その重責で身の引きしまる思

いがします。

　昨今、２１世紀問題としてかねてから問題視されてき

た「空き家問題」が、現実的に目に飛び込んでくるよ

うになってきました。

　たとえ「空き家問題」をある程度解消しても、その

先には「空き地問題」が待っているのでは？　また成

年後見や相続等により複雑化した諸問題が奥底に横た

わっているのでないか？などと未来を消極的に受け止

めがちです。

　私は土地家屋調査士として経験豊富ではありません

が、改めて勉強する機会と受け止め、多方面の専門分

野の方々とともに、まずは第一通過点の「空き家問題」

に取り組んでいきたく思います。

　経験、行動、社交の能力、どれも歴代の支部長には

とても及ばないかもしれません。

◆尼崎支部 	

八尾野　孝　之
支部長

　私のような若輩者に、支部長の大役が務まるかどう

かは不安でございますが、仰せつかった以上は、支部

会員の皆様方、支部役員の皆様方のご助力をいただき

ながら、支部を盛り立てていきたいと思います。

　政治連盟の方々がご苦労されている「空家等対策の

推進に関する特別措置法」の件、東日本大震災や、口

永良部島や浅間山の噴火等々の件、私たち土地家屋調

査士がおかれている世の中の環境や、自然界の環境が

絶え間なく変化していっております。そのような中、

我々も、戦後 ２ 番目の地震災害である阪神・淡路大震

災を実際に経験しております。

　実際に経験して思うのですが、困難な状況を乗り越

えていくためには、みんなで一丸となって立ち向かっ

ていかなければならないということです。

　世の中の皆様方に対して、支部としてできることを

考える。会員の皆様方が在っての支部です。会員の皆

様方が気持ちよく仕事ができる。そして、みんなで一

丸となれる。

　そんな支部に成れるように微力ながら頑張っていき

たいと思います。

　よろしくお願い申し上げます。

後は流通・小売り系の会社に就職し店舗や人事部など

で働いておりました。数年後、訳あって調査士を目指

すこととなり、資格予備校で 2 年ほど勉強して調査士

試験に合格、登録となった次第です。

　調査士に登録した当時は、まさか自分が支部長にな

るとは思っていなかったのですが、選ばれました以上

は全力で職務に向き合いたいと思っておりますので、

どうか皆様のご協力をよろしくお願い致します。
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支部長就任あいさつ

　平成27年 4 月30日の姫路支部総会において、支部長

に就任しました。山本　剛です。

　私が支部運営を出来るか悩みましたが、姫路支部は

神戸支部につぐ大きな支部であり、実際の事業を担当

するのはそれぞれの担当副支部長であり、 5 人の副支

部長さん達は優秀なので、私は副支部長さん達が支部

事業を運営しやすい環境に整える事が役目と開き直り

支部長を引き受けました。

　さて、法務局のオンライン化が進み、法務局に行か

なくても事務所で全部事項証明・測量図・字限図等が

取れる様になり、便利になりました。便利になった反

面、会員の方々が顔を合わす事も少なくなり、交流も

少なくなって来ていると思います。支部帰属意識を高

めるためにも、支部事業に積極的に参加して頂ける企

画を副支部長と相談しながら考えたいと思っていま

す。

　また、他支部の情報もどんどん得て、よりよい姫路

支部の実現のために、微力ながら頑張る所存ですので、

皆様もご協力をお願い致します。

◆姫路支部 	

山　本　　　剛
支部長

　気が回らず不用意な一言で、支部役員をはじめ皆様

に不愉快な思いをさせてしまうかもしれませんが、懲

りませずお力添え叱咤激励のほどよろしくお願いいた

します。

　簡単ですが、就任の挨拶とさせていただきます。

　この度、平成２７年第３７回加古川支部定時総会におい

て支部長に選任されました中西　勉です。

　土地家屋調査士会に入会し１６年が経ちますが、今ま

で諸先輩に頼りきりで、自ら行動することなく時の流

れに身を任せていた私が、支部長の大役を引き継ぐこ

とになり、もう少し何事にも関心を持って行動してお

けばよかったと反省するとともに責任の重さを痛感し

ております。

　まだまだ未熟者の私が、支部長の職を全うできるか

不安でありますが、歴代支部長が築き上げてきた功績

を汚さぬように、支部役員並びに会員の皆様のご協力

をいただき、精一杯この大役を務めてまいりたいと思

います。

　加古川支部は、加古川市、高砂市、加古郡播磨町、

加古郡稲美町の ２ 市 ２ 町に事務所を置く６３名の会員が

地元市民、町民から必要とされる資格者として日々職

務に励んでいるところですが、アベノミクス効果の景

気回復の恩恵を受けているようには感じられず、景気

情勢は相変わらずで、むしろ消費税のアップ及び物価

上昇に伴い、厳しさを増しているように思います。

　大きなこと、立派なことは何もできませんが、こん

な時代だからこそ支部の目的の原点に立ち戻り、本会

また他支部との連絡を密に行い、的確な情報を会員に

素早く伝達するように心がけ、組織としての風通しの

良さと情報の共有化を推進していきます。一方で無駄

な活動を省き、本当に会員のためになる支部活動を意

識して行動していくことを心がけ、 ２ 年間をのりきり

たいと思います。会員の皆様どうぞよろしくお願い申

し上げます。

◆加古川支部 	

中　西　　　勉
支部長
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支部長就任あいさつ

　このたび、明石支部長に就任しました阪尾です。

　私は昭和50年 4 月から神戸にある測量会社にて、長

年補助者として勤務後、平成13年 4 月に入会しました。

明石支部には和やかな雰囲気があり、すぐに馴染めた

ことは、当時の支部役員のみなさんに感謝しています。

　平成19年から 4 期 8 年副支部長として、支部のみな

さんとおつきあいしてまいりましたが、はじめて支部

長という大役を仰せつかり、その責任の大きさを痛感

しています。

　もとより非才微力であり、支部長の大役を全うでき

るか不安でありますが、支部役員並びに会員各位のご

協力を得て 2 年間の任期を務めたいと思います。

　昨今不況が続き収入が減る中、我々土地家屋調査士

の日常業務においてのトラブルも増加の傾向があり、

また法改正等における業務処理方法等の変化に対応す

るため、支部研修の充実と広報活動が必要です。

　明石支部は明石市、三木市、神戸市西区の ３ 地区の

会員で構成し、その会員数は現在54名です。

　厳しい時代ですが、諸先輩方の今日までのご努力に

報いるためにも、明石支部の発展のため、支部役員の

みなさんと力を合わせて、支部運営に努めて参ります

ので、支部会員、本会役員のみなさんの一層のご協力

をお願い申し上げて、ごあいさつに代える次第であり

ます。

◆明石支部 	

阪　尾　雅　由
支部長

　引き続き西播支部長をさせて頂くことになりました。

　思えばこの ２ 年、支部運営の段取りが分からず、気

が付けば時間に追われ、バタバタとすることもありました

が、副支部長をはじめ支部役員の方々に支えられ、何

とか無事に任期を務められたことを感謝しております。

　 ２ 期目となりますので、この ２ 年の経験を活かしな

がら、充実した研修や行事が出来ることを目指し、少

しでも先輩方が築いてこられた西播支部らしさを引き

継いでいければと考えております。

　業界全体の仕事量が減少している中、 ２ 年前にはア

ベノミクスと騒がれ景気回復の期待が膨らんだ時期も

ありましたが、未だにその効果を実感できずにおりま

す。しかしながら、空家対策に関する法律や地縁団体

の所有する不動産の移転に関する法改正など土地家屋

調査士の業務に関係しそうな政策もなされております

ので、新しい制度の中での業務の方法、またオンライ

ン申請や基準点を利用した測量など、運用が開始して

１０年近く経ちますので、これまでの利用・経験を踏ま

えた上で更なるステップアップの必要もあり、時代の

流れに遅れない様、研修を行なっていく大切さを感じ

ております。

　今期は、支部創設６０周年にあたります。また歩こう

会の担当支部にもなっております。例年以上に役員の

方々の負担が増える事が予想されますが、支部会員の

皆様の協力の下、充実した支部運営を心がけてまいり

ます。至らない点も多々あろうかと思いますが、会員

の皆さまのご指導ご協力を賜りますよう宜しくお願い

致します。

◆西播支部 	

坂　本　喜　則
支部長
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　新しく施した電装品と配線を慎重にテスターを当てて

チェックする。ここでミスると最悪車が燃えてしまう。まぁ

ヒューズが跳ぶので大丈夫だろうが、バッ直の50Aヒュー

ズは２０００円もしたのだ。

　慎重にPanasonic caos 46B19Lをプラス極から接続す

る。第一段階が無事終わり、緊張の中エンジンをかける。

ACCがオンになった時点でほとんどの機器にスイッチが

入る。アンプのゲイン調整のため、ボリュームはほぼ最

大になっている。アンプとフロントスピーカーはALPINE。

音がウェットすぎると感じたためリアスピーカーはJBL。

なぜかウーファーはJVC。無事起動するはず。スイッチ

ング電源を使ったテストでは無事起動し、初期設定も済

ませている。

　エンジンをかけて ５ 秒後、８．４inモニターに電源が入り、

Windowsのロゴが現れる。緊張のとける中XPが立ち上

がり、大音量で起動音が鳴り響いた。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

嫁が玄関から飛び出してきた。

「今恥ずかしい音声流れなかった！？」

システム音声変更してるの忘れてた・・・

　今から１０年程前、開業して何年かたったころ、仕事に

使いにくかったスポーツタイプの車を処分し、次の車どう

しようかなと思っていたとき、車屋の友人に旧いワゴンＲ

をもらった。前の持ち主が土手に止めてたらひっくり返っ

て落ちていたとのことで傷だらけ。「５０００円で頂戴」「タ

ダでいいよ」

　搭載量は大きく仕事には充分。しかし下位グレードで

窓すら手動。さすがに不便とキーレスエントリーを組込

み、小排気量MTには必須とタコメータ、ついでに電圧

計を増設、ETCも取り付けた。（ちなみに自分で取り付

けたETCで始めて料金所を通過するのもなかなかの緊

張感でした）アンプ、スピーカを取り付けたあと、ふと

PCを組み込もうと思いついてしまった。どうせバッ直で

室内に電源引き込むわけだし、と。ネットで検索すると

通電 ５ 秒後スイッチの入る電源ユニットが見つかった。そ

して小型のマザーボードはカーオーディオ規格に収まる

175㎜。「やるしかないやろ」頭の中でろくでもない声がさ

さやいた。

　こうして組み込まれたPCは出先で委任状などちょっと

した書類が必要なときには活躍してくれている。作成し

てPDF化、すぐコンビニで印刷できるのはかなり便利で

ある（ちょっと小さくなるが）。ノート持ってればいいので

は、と思った方も居るかもしれない。でも思いついちゃっ

たものは仕方ない、そして作っちゃったものは活用しな

いと仕方ないのだ。あまり突っ込まないでください泣き

たくなるから。

　通常はハイバネーションモードでオーディオ代わりに使

用しているため、「恥ずかしい」（嫁・談）起動音が流れ

ることはない。（さすがにその辺で鳴ったら私も恥ずかし

い。が、事務所の仕事用PCは立ち上がると「社長、今

日もがんばりましょう」と言ってくれる。Vista以降起動

音変更はレジストリいらわないといけないので手間になっ

てしまいました）

　あれから年月がたち、車もPCも代替わりしたがいまだ

PCは車載されている。

　モニタは１０．４インチになり、ハザードスイッチが見えな

いため押しにくいことを除けば問題なく運用されている。

　ちなみにハザードで思い出しましたが、ご存知のよう

にこの時期川べりなどでハザードを焚くと蛍が寄ってきま

す。昔、海辺でデートして蛍見てるとおまわりさんが声か

けてきました。 ２ 回目に声かけてきたとき「さっきも職質

受けたんですけどなんかあるんですか？」と聞いてみたと

ころ

「この時期なぁ、この辺多いんや、性犯罪」

蛍見物は心洗われるどころか心に重大なダメージを与え

ることもあるようです・・て何の話してたんでしたっけ？？

（但馬支部　池口　千春）
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　十年ほど前、墓地に隣接する駐車場の分筆登記の依
頼を受けた。その駐車場は空いている区画が多く、舗
装も荒れていた。依頼者に話を聞くと、駐車場を借り
る人が少なくなったので、分筆して一部を建売業者へ
売却、駐車場部分は縮小しようと考えたらしい。
　早速隣接地の所有者を登記簿で確認すると、墓地の
所有者は「○○村」となっていた。○○は現在の町名
と同じだが、××市に合併する前の旧村名であった。

「うーむ、旧村名ではあるが××市には違いないのだ
から、××市役所に問い合わせてみるか。」と考え、
とりあえず市役所に向かうことに。
　墓地を管理する部署で聞いてみると、「通常の（所
有者が××市と登記されている）墓地であれば、こち
らで境界確認の立ち会い・境界の証明は可能だが、登
記簿上の所有者が旧村名になっている場合は＜財産
区＊＞の扱いになる。そのため旧村を代表する地元の
自治会長の立会が必要で、市役所の担当職員だけでは
境界の確認・証明はできない。」とのことであった。

＊財産区：財産区とは、市町村の一部が財産又は公の施設を有する
ことにより一定の既存利益を維持する権利の保全を目的
として、一部の地域とその地域内の全ての住民を構成要
素とする法律的に認められた特別地方公共団体をいう。 
具体的には、市町村の行政区画である「大字」とか「町」
とかいわれる集落が農業用溜池や地区の墓地等、その地
域に限られた利用を目的にした非収益的性格の強い資産
を所有してきているものをいう。

　そこで自治会長のところに伺うも「昔のことだし、
自治会で地代を徴収しているわけでもない。境界もよ
く分からないので（立会をするという）責任をとれな
い。」とのつれない答え…。何度か訪問し、分筆登記
のためには自治会長の立会が不可欠であることを説明
しましたが、自治会長の態度は変わりませんでした。
当時は筆界特定制度が始まっておらず、また残地求積
が認められなくなった時期でもありました。
　登記官に相談して残地求積を特例で認めてもらうか
筆界特定の開始を待つかと考えつつ、周辺の土地を調
べていると、少し離れた場所に同じく○○村所有と
なっている墓地を発見しました。「○○村所有の墓地
が二つもあるのか」と驚きながら墓地の周りを地図で
確認すると、明らかに分譲したような土地があるでは
ありませんか。調べてみるとやはり分筆して分譲して
おり、その分筆時期は当時の 5 ～ 6 年前、しかも墓地

に接する部分に分筆線が入っています。墓地に接する
部分を残地にしないで分筆できているのだから、立会
もしているはずと思って再び市役所へ赴き、担当者へ
事情を説明して当時の立ち会い資料を確認させてもら
いました。するとその 5 ～ 6 年前の、当時の自治会長
が立会をしていることが判明したのです。
　そこで現在の自治会長にもう一度会って調べたことを
説明し、数代前の自治会長が同じような近隣の墓地の
立会に応じていたことを伝えると、自治会内で協議して
もらえることとなり、その後、立会が実現しました。
　しかし、つまずく土地（仕事）というのはトラブル
が続くものです。
　ようやく墓地部分の立会が実現し、他の民有地、道
路と順調に立会が進み、道路との筆界点については「既
設のコンクリート杭が境界標である」と道路管理者と
確認しました。
　そして後日、他の未設置の境界標を埋設するため現
場へ行ってみると、何と、コンクリート杭の周りのア
スファルトが新しくなっているではありませんか…
　嫌な予感がして、コンクリート杭と周辺の筆界点や
引照点との距離をとってみると、数センチは動いてい
ます。道路管理者との立会時に引照点や周辺の構造物
との距離を確認していたため、移動後のまま協定図を
作成するのも気が引けます。仕方がないので、杭の周
りのアスファルトを掘り返して杭が元の位置にくるよ
う調整し、根巻きして固定することにしました。
　元の位置に杭を戻す逆計算のため事務所へ戻ったり、
杭の回りのアスファルトを掘るのも手間がかかり、結
局は一日仕事になってしまいました。
　そして、そこまで苦労して分筆登記の準備をしたので
すが、依頼主との最後の打ち合わせで驚愕の一言が…
　「やっぱり分筆せんでもええわ。分筆して一部を売
ろうと思っていたけど、そのまま全部借りたいという
人が見つかったから。」

え、えぇぇぇー！

　しかも実測面積が登記簿の地積よりも（それなりに）
大きかったため、地積更正登記も申請しないことに。
　結局、分筆登記を申請したものと計算した報酬を頂
けることにはなりましたが、どうにも虚脱感の漂う幕
切れとなったのでした。

「財産区」 伊丹支部

箟　　　繁　樹
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今年の支部総会での会話

　皆さん、お仕事はいかがですか？　前年の消費税増

税前の特需で、久々笑顔が戻った業界も、当然長続きし

ないで、元の構造不況業種に戻ってしまいました。今年

の支部総会が終わり懇親会での雑談で、子育て世代の

会員から、貯金のない家庭ですとの嘆きの会話があり、

慰めるどころか、わが胸に突き刺さりました。わたしは、

昭和２９年生まれ６１歳です。

　参考のため総理府調査を掲載します。

貯蓄のない家庭 平均値 中央値

２０代 ４０％ １８３万円 ３０万円

３０代 ３４％ ４１５万円 １３０万円

４０代 ３０％ ６１４万円 ３００万円

５０代 ２９％ １１２４万円 ４０８万円

６０代 ２８％ １７６５万円 ７４０万円

　嘆く人、安堵する人、色々だと思います。私が昭和６１

年に開業した当時、目安として扱った土地の、 １ 坪価格

相当を、報酬として請求すべきと、先輩の調査士から教

わりました。住宅地で、坪１００万を下る土地を探すことが

困難な時代でした。　

　様変わりしたもので、今は当時の請求額の ６ 掛けとい

う感じでしょうか。構造不況業種と呼ばれてひさしいで

す。需要と供給が逆転すれば、成長産業になります。構

造不況業種と呼ばれた土木、建設産業が永年の不況で

整理淘汰され、供給能力が減少していたところに震災に

よる長期特需及びどこからお金を引っ張るか不明ですが、

高度成長期の社会インフラの更新時期を迎えています。

今は成長産業です。

　わが業界の供給能力は、廃業及び補助者削減等で低

下しました。知恵を絞り需要増大させて何とか成長産業

になっていただき、私の残された時間は少ないですが、

おこぼれで、老後資金を貯めたいものです。

川西市の地籍調査

　ある依頼者から、平成２１年地籍調査で立ち会ったが、

いつごろ成果が登記されるのか調べてきてほしいとの依

頼を受けました。以前から成果が、備え付けられれば、

安価で分筆ができますよ、お急ぎでなければお待ちくだ

さいと返事をしていました。

　縦覧から ５ 年を過ぎるので、そろそろと思い、川西市

役所都市計画課へ問い合わせると、成果がいつ備え付

けられるか不明との回答です。登記所の事前協議で、筆

界未定地が多すぎて、送付されても特別扱いと言われて

いるのでしょうか。

　川西市はE工程を平成２０年度から中央町、平成２１年

度小花 １ 丁目、 ２ 丁目を手掛け市内中心部から順次地

籍調査を実施するとの計画ですが、登記所にはまだ １ 回

も送付されていないようです。

　私も平成２０年中央町の地籍調査にかかわった関係で、

不十分な成果についての責任があります。境界紛争なら

１ 筆界ですみますが、大きな駐車場所有者の立ち合い

拒否のため、廻りの土地すべて筆界未定地になり、地

籍図に巨大なブラックホールが出現しました。立ち会い

拒否を解消できなければ、都市部の地籍調査事業は進

まない。事業の成果を求められる川西市としては、平成

２２年以降中心部から離れ、郊外で地籍調査事業を実施

しています。

　依頼者には、何時になるかわかりませんと、お伝えし

ました。現状に変更がなければ、都市部の地籍調査事

業は、官民先行とか準備作業はするけれど、準備作業

で終わってしまうのではないでしょうか。平成１５年 ６ 月に

決定した、民活と各省連携による地図整備の推進、 ５

年で都市部の ５ 割、１０年で、地図整備を完成させること

になっていた。どこにも中間報告、完了報告がない。こ

れでいいのでしょうか…。

思 い つ く ま ま に 伊丹支部
千桜　高之
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鈴鹿8時間エンデューロ挑戦記鈴鹿8時間エンデューロ挑戦記
兵庫県土地家屋調査士会自転車競技部（自称）

副部長 中山　敬一

　天気予報では快晴一週間と快晴一週間の間に訪れる

唯一の雨だった。そんな 5月の最終日、31日に三重県鈴

鹿市の鈴鹿サーキットにてロードレーサーなら一度は出て

みたい「鈴鹿エンデューロ」に我 「々兵庫県土地家屋調

査士会自転車競技部（自称）」のメンバーが挑戦した。

　このイベントは国際規格の鈴鹿サーキット（一周

5.807km）のフルコースを 8 時間で何周できるかを競うも

のだ。我々が挑戦したのはチーム戦。今回は 5 名の無

謀な挑戦者で構成される。併設されるイベントには、 4

時間耐久と40周、20周のタイムアタックがあり、同時にコ

ース内を走るので時間帯によっては、1050名の競技者が

コース上を風となって走っていく姿は見ていても楽しいも

のである。

　何よりもの喜びは、あのセナやプロスト、中嶋悟（古い？）

らが走ったあの鈴鹿を自分の脚で駆け抜けることだ。ホ

ームストレート、シケイン、バックストレート、スプーン、

ヘアピン、デグナー、ダンロップ、S字、複合コーナーが我々

自身を迎え入れてくれるのである。ちなみにイベントは通

常の逆回りコースなので、先の表記順に走ることになる。

　さて、競技の紹介は以上。実際に挑戦した我々の勇

姿をご紹介する。

　30日の午後に集合した我々は、一路宿泊先である四日

市を目指した。鈴鹿市のお隣の市である。なにせ初めて

のイベント参加なので鈴鹿に宿を確保していないのはご

愛嬌。おかげで到着後四日市の繁華街で飲み歩く。も

ちろんセーブはしているし、体力勝負なのでそこはアスリ

ート並みの食事管理をさせていただいた。

　当日は午前 2 時半起床、 3 時半出発。受付開始が午

前 5 時と聞かされていたからだ。車 2 台に詰め込んだロ

ードバイク 5 台を降ろし、サーキット入り口まで 2 kmほど

を押して歩く。この時点ではだんだんと近づくサーキット

のスケールの大きさに、脳内アドレナリンが吹き出して元

気いっぱい。サーキット内に入場し、選手用テントの一

角を確保（トイレや売店に近い抜群の位置）。 8 時スター

トまでの 2 時間ほどを今か今かと待ちわびるこの時、 5

時30分。

　午前 6 時15分、いよいよ試走開始。サーキットを初め

て走る人向けに 1 時間ほどのフリー走行が許された。ま

ず早速コースインしたのが競技部長の井本会員。井本会

員は他のメンバーとの温度差が少しあるものの、率先し

てこのイベントを段取りしてくれた。待ちわびた瞬間なの

だろう。他の 4 人がテント下でグダグダしていると、興奮

した顔で戻ってきたのだ。我も続けと他のメンバーもコー

スイン。心地よい朝風と、綺麗な路面に大興奮した一周

であった。（この時点でもアドレナリンが全開。しかもウ

ォーミングアップを全力で挑むという大誤算が後々の悪

夢を生むことになる。）

　 1 チームを 5 名で構成したので出走順を書いておく。

①神戸支部　井本会員、②明石支部　中山会員（筆者）、

③明石支部　鬼頭会員、④神戸支部　安西会員、⑤神

戸支部　部屋会員。

　先に言った1000名以上がほぼ同時にスタートする混戦

模様なので、スタートは自転車競技ベテランの井本会員に

お願いした。ご存知のかたもいるかもしれないが、自転車

とは言え我々の乗るロードレーサーは最高時速で60kmをゆ

うに超える。そんなロードレーサーが数十センチの間隔で、

何十台何百台も走ると、常に危険と隣り合わせとなる。

そんな 8 時00分、いよいよ 8 時間耐久の幕があがった。

　当初は二周ずつ交代で一巡。約12kmを全力で20から
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25分程度で走る格好となる。 8 時21分過ぎにいよいよ私

に順番が回ってきた。左足首に計測センサーを巻いてピ

ットスタート。シケイン方向に向かってスタートした。鈴鹿

のホームストレートは東に向かって下り坂。つまりスター

トと同時に上り坂である。スピードが乗らない。心拍数

だけがいきなり跳ね上がる。シケイン（登り坂）に差し

掛かる頃には心拍数が190を超えてしまった。私の心拍

ゾーンは170前後、195を越えると危険域に入る（笑）。こ

れ以上の無理をせずなんとか交代まで乗り切るには、パ

フォーマンスを下げざるを得ない。左右から猛スピードで

追い抜かれる恐怖に耐えながらなんとかノルマをクリアし、

鬼頭会員にバトンタッチ。ここ最近では流したことのない

ほどの汗が、バイクを降りた瞬間から流れ落ちた。あわ

てて水分補給とエネルギーの補給をおこなう。自転車競

技はエネルギー補給が肝心であることを興奮のあまり忘

れてしまっていたようだ。テントで死んだように椅子に座

る走行後の面々。そんな中、回復度が一番早い安西会

員から驚きの提案が。

　「次から一人三周交代で行きません？」

　耳を疑うと同時に、その理由を聞いて納得した。二周

交代では疲労も少ないが回復の時間（インターバル）も

少ない。なるほど。確かに二周では面白いと感じた頃に

は実は交代のためにピットインをする。あと一周回ればき

っと楽しさも深まるはずだ、と思った。ペース配分を組

み立て直し、コースインと同時に襲う急坂のシケインをい

かに心拍数を上げずに登り切るか、最終コーナーの立ち

上がりにスピードを落とさずに回り切るか、のポイントを

押さえるように心がけたところ、とても気持ちいい周回を

重ねることができたようだ。

　午後に入ると風がさらに強まり、天気予報を裏切った

眩しい太陽がジリジリとコース上の選手を痛めつける。向

かい風と緩やかな登り勾配が続くホームストレートなんて

苦行そのものだ。ピットからの送られる他チームの歓声

すら煩わしく感じるほどだ。

　ところが、ヘアピンコーナーをクリアしたあとに続く高

速コーナーとダウンヒルに入ると、先ほどまでの苦行を

帳消しにしても有り余るくらいの快感が押し寄せる。こ

れだから自転車はやめられないのである。

　午後 3 時。残り周回時間と交代のタイミングを計算、

残り一時間を一人一周で全員交代し、ラスト一周をそれ

ぞれ全力で受け持つか、これまで通りのペースで回るか

悩んだ。我々の出した答えは、「あのホームストレートを

走らなくていい＝一人一周交代」だった。

　それでも全力タイムアタックに近い意気込みで走った。

「トレイン」と呼ばれるスピードを上げて一列に並ぶ車列

に加わり、空気抵抗をできるだけ抑えて走った。みんな

最後は力を絞りきった

　午後 4 時。会場アナウンスがカウントダウンに変わる。

参加した選手皆がホームストレートに設けられたゴールラ

インを目指す選手に熱い声援と拍手を送る。我々調査士

チームのアンカーは安西会員だ。午後 4 時 6 分、ついに

我々のアタックが終わった。長い一日がとうとう終わった

のだ。

　最終結果は、39周完走、 8 時間06分24.543秒、トッ

プから12周遅れというものだった。しかし結果よりも、

五人全員が怪我なく笑顔でこのイベントを楽しめたこと

が一番の収穫であった。みなさん本当にお疲れさま。ま

た次回のチャレンジに向けて各自トレーニングに励んでい

こう。

　最後に、兵庫県土地家屋調査士会自転車競技部（自

称）は部員を募集しています。お気軽にご参加下さい。
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　樋口先生は、昭和５２年の入会以来、３７年間の永きに

わたり関係法令を遵守され業務を行われると共に、昭

和５４年に神戸支部幹事に就任されて以降、神戸支部長

をはじめとした支部役員、本会役員を歴任され、平成

１５年には本会第十代会長に就任され、二期四年間会務

に尽力いただき、土地家屋調査士制度の充実、発展の

ために寄与されました。

　樋口先生のこのたびの突然の訃報に接し、ただただ

驚きを隠せないでいます。亡くなられる一週間ほど前

に、息子さんから父の容体が良くないからとお聞きし、

お見舞いにお伺いする予定をしていた日が無情にも告

別式当日となってしまったことは大変残念でなりません。

　想えば、樋口先生が会長時代、私は一部員として本

会会務に携わっていました。樋口先生は、一部員の私

に、一緒に飲むかとよく声をかけてくださいました。

ご自身のことより、周りに対しての気配りがさりげな

くできる方でした。ある時は、飲みすぎて、私が淡路

島行きの最終バスに乗り遅れたとき、今日は家に泊ま

れと言っていただき、朝までビールを飲み交わし、始

発の電車で帰ったことが思い出されます。

　皆様もご周知のとおり、樋口先生は温和でなおかつ

厳しい一面で会務運営に尽力され、制度の発展に貢献

され我々後輩を導いていただきました。

　平成２３年にはその功績により黄綬褒章が授与されま

した。黄綬褒章は多年にわたり業務に精励し、他の人

の模範となる方に授与される褒賞であります。このこ

とは、本人はもとより本会としても大変名誉なことで

した。祝賀会では当時の竹内連合会長をはじめ、松岡

連合会名誉会長、その他、多くの来賓の皆様の祝福を

受けられたことが思い出されます。

　今後もご活躍されることと思っていましたが本当に

残念でなりません。

　樋口先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

樋口先生　今までありがとう
第13代会長　岸本　八太郎
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総　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月 ５ 日（月） 新入会員面談 本会会議室 ２ 名

１ 月 ５ 日（月） 法務局新年挨拶 神戸地方法務局 岸本会長、橋詰・安居・河嶋各副会長、関和総務部長出席

１ 月 ９ 日（金） 新入会員面談 本会会議室 １ 名
１ 月１４日（水）

～ １ 月１５日（木） 全国会長会議 東京ドームホテル 岸本会長出席

１ 月１４日（水） 日調連新年賀詞交歓会 東京ドームホテル 岸本会長出席

１ 月１６日（金） 登録証交付 本会会議室 ２ 名

１ 月１７日（土） 災害安否確認訓練 本会会議室 橋詰・安居・河嶋各副会長、関和総務部長出席

１ 月２２日（木） 新入会員面談 本会会議室 ３ 名

１ 月２２日（木） 総合役員会 本会会議室 本会ホームページへの補助者募集情報の掲載について他

１ 月２９日（木） 登録証交付 本会会議室 １ 名

２ 月 ４ 日（火） 新入会員面談 本会会議室 ２ 名

２ 月 ４ 日（火） 常任理事会 本会会議室 平成２６年度事業の進捗状況について他

２ 月 ５ 日（木） 登録証交付 本会会議室 ３ 名

２ 月 ５ 日（木） 自由業団体連絡協議会 弁護士会館 岸本会長、岡田広報部長出席

２ 月 ５ 日（木） 司法書士会との連絡協議会 木曽路 岸本会長、橋詰・安居・河嶋各副会長、山本業務部長出席

２ 月１０日（火） 近ブロ近畿各会・正副会長会議 琵琶湖ホテル 岸本会長、橋詰・安居・河嶋各副会長、福岡・黒田・
藤井各連合会委員出席

２ 月１６日（月） 新入会員面談 本会会議室 ２ 名

２ 月１６日（月） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成２６年度事業報告について他

２ 月２０日（金） 新入会員面談 本会会議室 １ 名

２ 月２５日（水） 登録証交付 本会会議室 １ 名

３ 月 ２ 日（月） 新入会員面談 本会会議室 １ 名

３ 月 ３ 日（火） 近ブロ正副会長会議 大阪会館 岸本会長出席

３ 月 ５ 日（木） 近ブロ総務部会 大阪会館 関和総務部長出席

３ 月１０日（火） 登録証交付 本会会議室 ３ 名

３ 月１０日（火） 新入会員面談 本会会議室 １ 名

３ 月１０日（火） 鈴木弁護士来会 本会会議室 岸本会長、橋詰・安居陵副会長、関和総務部長出席

３ 月１０日（火） 常任理事会 本会会議室 平成２６年度事業報告及び平成２７年度事業計画、予算案
について他

３ 月１２日（木） 登録証交付 本会会議室 １ 名

３ 月１２日（木） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成２７年度事業計画、予算案について他

３ 月１４日（土） 登録証交付 本会会議室 １ 名

３ 月２１日（土） 中村秀紀氏黄綬褒章受章記念祝
賀会

クサツエストピアホ
テル 岸本会長、橋詰・安居・河嶋各副会長出席

３ 月２３日（月） 行政書士会との連絡協議会 行政書士会館 安居副会長、関和総務部長、山本業務部長出席

３ 月２６日（木） 理事会 本会会議室 平成２６年度事業報告及び平成２７年度事業計画、予算案
について他

３ 月２６日（木） 兵庫県土地家屋調査士政治連盟
第１５回定時大会 あすてっぷ神戸 岸本会長出席

３ 月３１日（火） 法務局次長退任あいさつ 本会会議室 岸本会長、橋詰・安居両副会長出席

４ 月 １ 日（水） 弁護士会新役員あいさつ 本会会議室 岸本会長、橋詰・安居両副会長出席

４ 月 ３ 日（金） 法務局次長就任あいさつ 本会会議室 岸本会長、橋詰副会長出席

４ 月 ８ 日（水） 登録証交付 本会会議室 1 名

４ 月 ８ 日（水） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成２６年度証票特別会計繰越金の処分案について他

４ 月 ８ 日（水） 常任理事会 本会会議室 決算監査について他

４ 月１０日（金） 淡路支部総会 夢海游淡路島 岸本会長出席

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 1 月 １ 日
至 平成２7年 6 月３0日
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総　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

４ 月１７日（金） 西播支部総会 赤とんぼ荘 安居副会長出席

４ 月１８日（土） 東播支部総会 西脇ロイヤルホテル 河嶋副会長出席

４ 月２１日（火） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成27年度定時総会の運営について他

４ 月２３日（木） 但馬支部総会 西村屋　ホテル招月庭 岸本会長出席

４ 月２４日（金） 神戸支部総会 生田神社会館 安居副会長出席

４ 月２４日（金） 阪神支部総会 西宮神社会館 山本業務部長出席

４ 月２４日（金） 伊丹支部総会 三田ホテル 中井社会事業部長出席

４ 月２４日（金） 尼崎支部総会 尼崎中小企業センター 橋詰副会長出席

４ 月２４日（金） 加古川支部総会 加古川プラザホテル 岡田広報部長出席

４ 月２４日（金） 明石支部総会 西明石ホテルキャッ
スルプラザ 河嶋副会長出席

４ 月３０日（木） 姫路支部総会 総社会館 河嶋副会長出席

４ 月３０日（木） 中部ブロックとの懇談会 京都会会館 岸本会長出席

５ 月 ７ 日（木） 近ブロ正副会長会議 大阪会会館 岸本会長出席

５ 月 ７ 日（木） 近ブロ正副会長・部会長会議 大阪会会館 岸本会長、橋詰副会長出席

５ 月 ９ 日（土） 総務部会 本会会議室 平成27年度定時総会の運営について他

５ 月１２日（火） 常任理事会 本会会議室 定時総会の運営について他

５ 月１２日（火） 名誉会長・相談役・参与会 本会会議室 平成２６年度の会務報告並びに平成２７年度の会務方針に
ついて他

５ 月１３日（水） 兵庫県司法書士会総会 ANAクラウンプラザ
ホテル神戸 岸本会長出席

５ 月１５日（金） 全日本不動産協会兵庫県本部総
会

ANAクラウンプラザ
ホテル神戸 安居副会長出席

５ 月２１日（木） 兵庫県建築士事務所協会総会 ANAクラウンプラザ
ホテル神戸 岸本会長出席

５ 月２２日（金） 総務部会 本会会議室 平成２７年度定時総会の運営について他

５ 月２２日（金） 理事会 本会会議室 平成27年度定時総会の議事について他

５ 月２５日（月） 兵庫県弁護士会定時総会 ANAクラウンプラザ
神戸 安居副会長出席

５ 月２６日（火） 兵庫県行政書士会総会 神戸ポートピアホテル 橋詰副会長出席

５ 月２７日（水） 第７４回　定時総会 ANAクラウンプラザ
神戸 ２４２名出席

５ 月２８日（木） 兵庫県宅地建物取引業協会総会 ANAクラウンプラザ
神戸 岸本会長出席

５ 月２９日（金） 常任理事会構成員予定者会議 本会会議室 第 １ 回総合役員会開催に向けて他

５ 月２９日（金） 兵庫県社会保険労務士会総会 ホテルオークラ神戸 橋詰副会長出席

６ 月 ２ 日（火） 兵庫県不動産鑑定士協会総会 ANAクラウンプラザ
神戸 岸本会長出席

６ 月 ４ 日（木） 近畿税理士会神戸支部総会 エスタシオン・デ・
神戸 安居副会長出席

６ 月 ５ 日（金） 近ブロ各会新旧会長会議 大阪会会館 岸本会長出席

６ 月１２日（金） 法務局あいさつ 神戸地方法務局 岸本会長、橋詰・安居・三嶋・中井各副会長、山本総
務部長出席

６ 月１２日（金） 新入会員面談 本会会議室 2 名

６ 月１２日（金） 総合役員会 本会会議室 副会長及び理事の担当する業務範囲の指定案について他
６ 月１６日（火）

～ ６ 月１７日（水） 連合会　第７２回　定時総会 東京ドームホテル 岸本会長、橋詰・安居・三嶋・中井各副会長出席

６ 月１８日（木） 総務・財務合同部会 本会会議室 業務引き継ぎについて他

６ 月２５日（木） 登録証交付 本会会議室 1 名

６ 月２５日（木） 日本公認会計士協会兵庫会総会 ANAクラウンプラザ
神戸 安居副会長出席

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 1 月 １ 日
至 平成２7年 6 月３0日

会報
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業　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２９日（木） 業務部会 本会会議室 表示登記研究会・事務連絡会回答の精査について他

２ 月１６日（月） 法務局との打合せ会 神戸地方法務局 山本業務部長、渡邊業務副部長出席

２ 月２６日（木） 近ブロ業務部会 本会会議室 岸本会長、橋詰副会長、山本業務部長出席

３ 月 ３ 日（火） 認定登記基準点に関する打合せ会 大阪会館 岸本会長、橋詰副会長、山本業務部長、高見技術対策
委員長、西村技術対策委員出席

３ 月 ６ 日（金） 西宮市登記基準点データ入力作業 本会会議室 高見情報管理室長、鬼頭室員出席

３ 月 ６ 日（金） 情報管理室会議 本会会議室 大阪会との基準点管理システム打合せについて他

３ 月 ６ 日（金） 大阪会との基準点管理システム
打合せ会 本会会議室 現状報告他

３ 月１０日（火） 大阪市における登記備付地図作
成に関する説明会 大阪会館 渡邉業務副部長、門脇社会事業副部長出席

３ 月１４日（土） 地籍問題研究会平成27年度通常
総会・第12回定例研究会 東京・中央工学校 橋詰副会長出席

３ 月１９日（木）
～ ３ 月２０日（金）

日調連研究所平成２５～２６年度
「研究報告会」 土地家屋調査士会館 髙橋研修部長出席

４ 月２２日（水） 法務局との打合せ会 神戸地方法務局 橋詰副会長、山本業務部長、渡邊業務副部長出席

６ 月２９日（月） 業務・研修合同部会 本会会議室 今年度の事業について他

広　　　報　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

２ 月２５日（水） 広報部小会議 中山部員事務所 来年度事業計画及び予算について他

３ 月１２日（木） 近ブロ広報部会 大阪会館 岡田広報部長出席

３ 月２３日（月） 立命館大学寄付講座講師会議 大阪会館 井本会員出席

４ 月２２日（水） 自由業団体合同相談会打合せ会 弁護士会館 菊田広報副部長、中山広報部員出席

５ 月２１日（木） 法務局総務課長来会 本会会議室 岸本会長出席

６ 月１９日（金） 自由業団体合同相談会打合せ会 弁護士会館 中山広報部長、菊田広報副部長出席

６ 月２５日（木） 広報・社会事業合同部会 本会会議室 今年度の事業について他

研　　　修　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２４日（土）
～ １ 月２５日（日） 近ブロ新人研修会 ホテルコスモスクエ

ア国際交流センター １５名受講

財　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２２日（木） 監事会 本会会議室 事業及び予算の適正な執行について他

２ 月１６日（月） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成２６年度事業報告について他

３ 月１２日（木） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成２７年度事業計画、予算案について他

３ 月１９日（木） 近ブロ財務部会 大阪会館 三嶋財務部長出席

４ 月 ８ 日（水） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成２６年度証票特別会計繰越金の処分案について他

４ 月 ８ 日（水） 特別基金運営委員会・大会一時
金配分委員会 本会会議室 平成26年度証票特別会計繰越金の処分について他

４ 月１４日（火） 監事会 本会会議室 決算監査について他

４ 月１４日（火） 決算監査 本会会議室 平成26年度決算監査

４ 月２１日（火） 総務・財務合同部会 本会会議室 平成27年度定時総会の運営について他

６ 月１２日（金） 監事会 本会会議室 筆頭監事の選任について他

６ 月１８日（木） 総務・財務合同部会 本会会議室 業務引き継ぎについて他

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 1 月 １ 日
至 平成２7年 6 月３0日
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社　会　事　業　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月１６日（金） 社会事業部会 本会会議室 平成２７年度の事業計画について他

１ 月１９日（月） まちづくり実行委員会 司法書士会館 三嶋委員出席

１ 月２２日（木） 神戸調停協会模擬調停 司法書士会館 4 名出席

１ 月３１日（土） 阪神・淡路まちづくり支援機構
阪神淡路２０年事業 弁護士会館 ７ 名出席

（ １ ．１７～ ３ ．１１来たるべき災害
に備える連携力～士業の社会的
役割を考える～）

２ 月 ２ 日（月） 阪神・淡路まちづくり支援機構
事務局委員会 弁護士会館 三嶋・中井両委員出席

２ 月１８日（水） 近ブロ社会事業部会 大阪会館 中井社会事業部長出席

２ 月２８日（土） 筆界特定の効果についての勉強会 京都産業大学 門脇社会事業副部長、阪本社会事業部員出席

３ 月 １ 日（日） 阪神・淡路まちづくり支援機構
相談会 城崎文芸会館 中井委員、池口会員出席

（城崎温泉火災ワンパック相談会）

３ 月１０日（火） 大阪市における登記備付地図作
成作業に関する説明会 大阪会館 渡邊業務副部長、門脇社会事業副部長出席

３ 月１２日（木） 阪神・淡路まちづくり支援機構
臨時事務局委員会 弁護士会館 三嶋・中井両委員出席

３ 月２５日（水） 阪神・淡路まちづくり支援機構
事務局委員会 神戸納税協会館 三嶋・中井両委員出席

５ 月２８日（木） まちづくり事務局委員会 弁護士会館 三嶋・中井両委員出席

６ 月２５日（木） 筆界特定室訪問 神戸地方法務局 三嶋副会長、髙橋社会事業部長出席

６ 月２５日（木） 広報・社会事業合同部会 本会会議室 今年度の事業について他

技 術 対 策 委 員 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月 ７ 日（水） 登記基準点設置事業に関する打合せ 丹波市役所春日庁舎 高見技術対策委員長、岸部支部長出席

１ 月１４日（水） 登記基準点現地視察・協力依頼 丹波市役所本庁舎・
春日庁舎

橋詰副会長、高見技術対策委員長、黒田顧問、山本業
務部長、岸部支部長出席

１ 月２０日（火） 登記基準点設置事業のための道
路台帳交付申請

丹波県民局庁舎・丹
波土木事務所 岸部支部長出席

研　　　修　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

２ 月 ６ 日（金）
～ ２ 月 ８ 日（日） 第１０回ADR特別研修（基礎） 大阪会館 ７ 名受講

２ 月２０日（金） 研修部会 本会会議室 今年度事業の総括について他

２ 月２０日（金） 第 ３ 回業務研修会 神戸産振センター １７６名受講

３ 月 ５ 日（木） 近ブロ研修部会 大阪会館 髙橋研修部長出席
３ 月１３日（金）

～ ３ 月１４日（土） 第１０回ADR特別研修（集合） 大阪会館 ７ 名受講

３ 月１５日（日） 第１０回ADR特別研修（総合） 大阪会館 ７ 名受講

４ 月 ４ 日（土） 第10回ADR特別研修　考査 大阪会会館 ７ 名受講

５ 月 ９ 日（土） 測量研修会（座学） 本会会議室 ３０名受講

５ 月１５日（金） 測量研修会（実習） しあわせの村 ３１名受講

５ 月１６日（土） 測量研修会（実習） 本会会議室 ３１名受講

６ 月２９日（月） 業務・研修合同部会 本会会議室 今年度の事業について他

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 1 月 １ 日
至 平成２7年 6 月３0日
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境界問題相談センターひょうご
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月１４日（水） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

１ 月２０日（火） 運営委員会 本会会議室 運営状況報告他

１ 月２２日（木） 神戸調停協会模擬調停 司法書士会館 4 名出席

３ 月１０日（火） 運営委員会 本会会議室 運営状況報告他

３ 月１４日（土） センター研修会 本会会議室 ３６名受講

４ 月２２日（水） 推進委員会 本会会議室 運営状況報告他

６ 月 ２ 日（火） 推進委員会班会議 本会会議室 センター研修会について他

６ 月 ９ 日（火） 運営委員会 本会会議室 運営状況報告他

選 挙 管 理 委 員 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

２ 月２５日（水） 選挙管理委員会 本会会議室 正副委員長の選任について他

４ 月２８日（火） 選挙管理委員会 本会会議室 役員の立候補の受付状況について他

支 部 長 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２１日（水） 近畿各会支部長会議長等交流会 大阪会会館 樋口支部長会議長出席

１ 月２２日（木） 支部長会 神戸支部事務所 各支部の情報交換他

２ 月１４日（土） 支部長会 洲本市 本会からの付議事項について他

４ 月 ８ 日（水） 支部長会 本会会議室 各支部の情報交換他

６ 月１２日（金） 支部長会 本会会議室 正副議長の選任について他

技 術 対 策 委 員 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２１日（水） 登記基準点設置作業 丹波市氷上町 高見技術対策委員長、山本業務部長出席

１ 月２９日（木） 技術対策委員会 本会会議室 但馬支部 ２ 級登記基準点について他

２ 月２４日（火） 登記基準点設置にかかる埋標作業 丹波市 高見委員長、石塚副委員長、大西委員出席

３ 月１２日（木） 認定登記基準点設置にかかる実
務研修会 丹波市 ２０名出席

３ 月２５日（水） 技術対策委員会 本会会議室 認定登記基準点設置にかかる解析作業について他

４ 月２２日（水） 測量研修会打合せ会 本会会議室 平成27年度測量研修会の実施研修について他

４ 月３０日（木） 技術対策委員会 しあわせの村 平成２７年度測量研修会の現地確認及び打合せ他

部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 平成２7年 1 月 １ 日
至 平成２7年 6 月３0日
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○入会届
支　部

加
古
川

入会年月

H
2７
・
1
・
13

きたうら　むねあき

北浦　宗明

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 4 7

1 9 1 0

事務所 〒675-0057　加古川市東神吉町神吉８２３－１７８ 測

T E L 079（431）1195 FAX 079（431）1196

E-mail
支　部

神
戸

入会年月

H
2７
・
1
・
13

まえかわ　ゆたか

前川　豊

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 4 8

1 9 1 1

事務所 〒654-0081　神戸市須磨区高倉台 １ 丁目１７－ １ 測補

T E L 078（747）0969 FAX 078（747）0878

E-mail katayu00@hotmail.com
支　部

明
石

入会年月

H
2７
・
1
・
20

うめだ　　ひろと

梅田　啓人

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 4 9

1 9 1 2

事務所 〒651-2113　神戸市西区伊川谷町有瀬５０７ 測

T E L 078（974）5566 FAX 078（974）5567

E-mail h_umeda.sokken@ymail.plala.or.jp
支　部

尼
崎

入会年月

H
2７
・
2
・
2

ふしや　　あきひさ

伏屋　晃久

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 0

1 9 1 3

事務所 〒661-0974　尼崎市若王寺 ２ 丁目３１－ ２

T E L 06（6493）6696 FAX 06（6498）0443

E-mail
支　部

姫
路

入会年月

H
2７
・
2
・
2

こまつ　　たつや

小松　達也

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 1

1 9 1 4

事務所 〒670-0953　姫路市三条町 １ 丁目７４
　　　　　　サン・シティー２１－ ２ Ｆ

測補

T E L 079（282）6806 FAX 079（281）6500

E-mail komatsu-tatsuya@ac.auone-net.jp
支　部

神
戸

入会年月

H
2７
・
2
・
2

いわもと　たかし

岩本　考史

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 2

1 9 1 5

事務所 〒655-0032　神戸市垂水区星が丘 ３ 丁目 ６ －１８

T E L 078（708）8807 FAX 078（708）8808

E-mail tks@iwmt-office.com
支　部

東
播

入会年月

H
2７
・
2
・
20

まんなみ　こうぞう

萬浪　弘三

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 3

1 9 1 6

事務所 〒675-1371　小野市黒川町１７１８ 建

T E L 0794（70）8634 FAX 0794（62）0217

E-mail mannami@ihome07.com
支　部

加
古
川

入会年月

H
2７
・
3
・
2

まつおか　ひろゆき

松岡　博之

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 4

1 9 1 7

事務所 〒675-0039　加古川市加古川町粟津１５７ 測

T E L 079（422）1002 FAX 079（422）0234

E-mail
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支　部

姫
路

入会年月

H
2７
・
3
・
2

きど　　　ふみあき

城戸　文昭

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 5

1 9 1 8

事務所 〒670-0901　姫路市西二階町５９ 測補

T E L 079（288）7111 FAX 079（224）6731

E-mail kido@landmark-legal.net
支　部

加
古
川

入会年月

H
2７
・
3
・
2

ふじもと　えいぞう

藤本　栄造

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 6

1 9 1 9

事務所 〒676-0011　高砂市荒井町小松原 ５ 丁目 ８ －２６ 行
測

T E L 079（443）2426 FAX 079（443）7803

E-mail fujimoto@advance1999.com
支　部

尼
崎

入会年月

H
2７
・
3
・
2

くすはら　のぶひろ

楠原　伸啓

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 7

1 9 2 0

事務所 〒660-0803　尼崎市長州通 １ 丁目 ３ － １
　　　　　　川端ビル ４ 階　北号室

測補

T E L 06（6481）2620 FAX 06（6481）2630

E-mail kusuhara@alpha.ocn.ne.jp
支　部

神
戸

入会年月

H
2７
・
3
・
10

さいとう　あきひと

齋藤　秋人

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 8

1 9 2 1

事務所 〒650-0015　神戸市中央区多聞通 １ 丁目 １ － ４ 測補

T E L 078（382）0552 FAX 078（382）0552

E-mail a-saito@kdt.biglobe.ne.jp
支　部

西
播

入会年月

H
2７
・
4
・
1

ふくうら　しんすけ

福浦　真介

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 5 9

1 9 2 2

事務所 〒678-0201　赤穂市塩屋２６５６－ １ 測

T E L 0791（42）1798 FAX 0791（42）1797

E-mail shinsuke@opal.ocn.ne.jp

○名簿記載事項変更・訂正
登録番号 会員番号 会員名 名簿記載事項 支部 名簿頁

2127 1589 髙槗　計二 （E-mail）tk2@k-milestone.com 尼崎 62

1895 1351 松原　洋一 （E-mail）matyou1957@gmail.com 神戸 30

1442 876 中西　秀一 （E-mail）n-office2006@office.eonet.ne.jp 但馬 128

2183 1646 藤井　秀樹 （E-mail）h.fujii@lhi.jp 神戸 2 、28

1917 1374 村尾　雄三 （E-mail）murao-of@spice.ocn.ne.jp 但馬 129

1583 1027 佐脇　啓修 （E-mail）hiro-sawaki.jim@zeus.eonet.ne.jp 神戸 20 

支　部

神
戸

入会年月

H
2７
・
６
・
２２

きしもと　くにひろ

岸本　邦裕

登 録 番 号

会 員 番 号

2 4 6 0

1 9 2 3

事務所 〒650-0063　神戸市中央区多聞通 ２ 丁目 ５ －１５ 測補

T E L 078（341）7233 FAX 078（351）0929

E-mail
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　会報HYOGO １ 月号（No.552）の会員の動向（Ｐ43）に掲載しました会員情報に一部誤りがありましたので、
お詫びして下記のとおり訂正いたします。

登録番号 会員番号 会員名 名簿記載事項 支部 名簿頁

2445 1908 田中　計機
（事務所）丹波市柏原町柏原１４４４－１
　　　　 サーティーセブン２階

（E-mail）tanaka-chousashi@view.ocn.ne.jp
但馬 130

○お詫びと訂正

○事務所変更届
登録番号 会員番号 会員名 事務所 電話・FAX 支部 名簿頁

2224 1688 福地　正和 〒650-0037
神戸市中央区明石町４８

TEL 078（325）3588
FAX 078（325）3589 神戸 12、28

2225 1689 和田　慶太 〒650-0037
神戸市中央区明石町４８

TEL 078（325）3588
FAX 078（325）3589 神戸 9 、34

2293 1757 竹田　　亨
〒651-1232
神戸市北区松が枝町 ２ 丁目
１ －２４－２０２

TEL 078（597）7072
FAX 078（597）7079 神戸 10、22

2264 1728 本岡　明仁
〒675-0063
加古川市加古川町平野
４４９－ １

TEL 079（490）3186
FAX 079（490）3187 加古川 88、96

1946 1404 大手　信明
〒657-0025
神戸市灘区高徳町 ４ 丁目
３ － ３

TEL 078（811）1848
FAX 078（811）1842 神戸 15

2296 1760 床次　美幸 〒661-0003
尼崎市富松町 １ 丁目４７－ ３

TEL 06（6427）1511
FAX 06（6427）1512 尼崎 63

2183 1646 藤井　秀樹
〒658-0082
神戸市東灘区魚崎北町
１ 丁目 ５ －１１

TEL 078（262）1694
FAX 078（262）1695 神戸 2 、28

2275 1739 佐藤　圭介
〒654-0055
神戸市須磨区須磨浦通
６ 丁目 ２ － ６ 　Ｅ １

TEL　変更なし
FAX　変更なし 神戸 11、20

1583 1027 佐脇　啓修
〒654-0081
神戸市須磨区高倉台 １ 丁目
２４－１５

TEL　変更なし
FAX　変更なし 神戸 20

2169 1631 西　康太郎 〒655-0024
神戸市垂水区御霊町 ３ －２６

TEL 078（955）6473
FAX 078（955）6968 神戸 25

2326 1790 折田　真一 〒670-0064
姫路市東夢前台 ３ 丁目１１８

TEL 079（294）2971
FAX 079（297）3696 姫路 70、74 

○名簿記載事項変更・訂正
登録番号 会員番号 会員名 名簿記載事項 支部 名簿頁

2402 1865 竹内　　尚 （E-mail）seiho@carrot.ocn.ne.jp 西播 115

2325 1789 北川　昌彦 （E-mail）k_masa69@yahoo.co.jp 西播 112、114

2153 1615 吉良　守史 （兼業資格）測量士 加古川 92

2076 1538 島本　一幸 （E-mail）simamoto50@hotmail.com 伊丹 49、53

2138 1600 濵口　雄裕 （E-mail）thamaguchi@db3.so-net.ne.jp 淡路 141
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～訃　報～　つつしんでご冥福をお祈りいたします。

神戸支部　樋口　幹典 殿（享年67歳）
は、平成27年 3 月29日にご逝去され
ました。

（昭和52年 4 月 4 日入会）

○退会届
登録番号 会員番号 会員名 退会年月日 事　由 支部 名簿頁

1869 1324 前田　邦博 H27.2.19 廃　業 神戸 29、167
2244 1708 出田　啓之 H27.2.27 退　会 姫路 72、158
2315 1779 藤本　隆大 H27.2.27 退　会 明石 107、166
1536 971 谷　　隆雄 H27.3.31 退　会 但馬 127、163
2422 1885 吉峯　　仁 H27.5.20 退会（東京会へ） 神戸 33、169
1716 1160 増田　　定 H27.6.30 廃　業 加古川 96、167 

○法人事務所設置

Ｌ＆Ｐ土地家屋調査士法人 従 法人番号 12-0027-14-0006

事務所 〒650-0037　神戸市中央区明石町48
TEL 078（325）3588 FAX 078（325）3589

社員名 福地　正和

支　部

神
戸

設置年月日

Ｈ
27
・
1
・
1
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①加古川市
②適度に田舎で住みやすいです
（加古川市）

③特にないです。
④テレビでの野球観戦
⑤野球
⑥特にないです。
⑦日々努力しがんばります。

①兵庫県篠山
②自然が多く、子育てに向いてい

ると思います（神戸市須磨区）
③北区の「みちくさ」のランチメ

ニューはおいしいです。
④小学生の娘 ２ 人と遊ぶことです。
⑤友人達とフットサルをたまにや

るのが楽しいです。
⑥仕事にも使用している愛車の走行距離が20万kmを

超えました（笑）。
⑦何分にもまだまだ未熟者ですが今後ともご指導のほ

どお願いします。

①大阪府
②建築家安藤忠雄の光の教会が徒

歩15秒の距離にある（茨木市南
春日丘）

③ありません。
④録画してあるNHKの朝の連続

テレビ小説を見る事
⑤子供と遊ぶ事

尼崎支部
伏屋　晃久

⑥
⑦信頼される調査士になりたいと思っております。

①加古川市
②本会が近い（神戸市中央区）
③中央区港町MOTHERのチキン

南蛮です。
④美味しいものを食べる、飲む
⑤旅行
⑥・六甲全山縦走完走（2013年）
　・神戸マラソン完走（2014年）
　・ １ 万人の第九 ７ 年連続参加

明石支部
梅田　啓人

⑦測量士で生きて行くつもりでしたが、気まぐれで調
査士を目指してしまいました。折角なので境界問題
のスペシャリストになれる様精進致します。宜しく
お願い致します。

①姫路市
②のどかで住みやすいまちです
（姫路市北平野）

③会社の近くにある福ちゃん　チ
キンカツ定食

④時間がある時に打ちっぱなしに
行くこと

⑤ゴルフ
⑥大学野球でベストナインの賞を

とりました。

姫路支部
小松　達也

①神戸市垂水区
②海があって魚が美味しいです
（神戸市垂水区）

③もっこすの中華そば
④読書
⑤海沿いを自転車でのんびり走る

こと
⑥独身を40まで貫きました（厳密

には41までで恐らく42も…）

神戸支部
岩本　考史

⑦大阪で11年登録していたんですが、移転を機にまた
リフレッシュして頑張ります！⑦日々勉強し、先輩方に負けない調査士になれるよう

頑張ります。

新 入 会 員
ア ーン ケ ト

①出身地はどこですか？　　②あなたの住んでいるまちの自慢をしてください。
③現場でのお気に入りランチのお店とメニューを教えてください。
④仕事から帰ってのお楽しみは？？　　⑤好きな休日の過ごし方は？
⑥ちょっぴり自慢出来ることを教えてください。
⑦最後に土地家屋調査士としての意気込みをお願いします。

加古川支部
北浦　宗明

神戸支部
前川　豊
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①兵庫県西脇市です
②夏の花火がきれいです（小野市）
③鳥一松本さん　からあげ定食
④読書
⑤家でのんびり
⑥わりとどこでも寝られます
⑦誠実に業務を行ない、必要とさ

れる人物になりたいです。

東播支部
萬浪　弘三

①福岡県
②姫路城（姫路市）
③なし
④ゆっくりとテレビが観たいです

が…
⑤二人の息子と遊ぶ。
⑥九州男児であること
⑦土地家屋調査士として、皆様の

お役に立てるよう、頑張ってい
きたいと思います。

加古川支部
松岡　博之

①福岡県
②海が近くにあり、自然に恵まれ

環境が良く住みやすい所です。
③現場でのランチはコンビニ弁当

が主になっております。
④食事と睡眠
⑤目標は家族サービス
⑥興味を持ったことに夢中になれ

る事

姫路支部
城戸　文昭

①兵庫県加古郡稲美町
②田園風景の中に溜池が点在する

のどかな町（兵庫県加古郡稲美
町）

③地元では有名なうどん料理いな
みの天ころうどん

④ビール!?
⑤最近は下の子供のサッカーの試

合を見ること（たまに観戦に出
掛ける）

加古川支部
藤本　栄造

⑥海のルアーフィッシングが誰よりも好きなこと（…
決して上手くない）

⑦若輩につき、諸先輩方のご指導、ご鞭撻を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

⑦幅広い仕事に関わり知識と実務を重ね土地家屋調査
士としての仕事を全うしたいと思っています。

①兵庫県赤穂市
②義士祭がある
　塩が有名（赤穂市）
③特になし
④テレビ
⑤子供と遊ぶ
⑥特になし
⑦頑張ります。

西播支部
福浦　真介

①兵庫県尼崎市
②風向きによっては、甲子園の歓

声がきこえる（尼崎市南武庫之
荘）

③事務所の近くの洋食屋マルヤの
Ｂランチ

④ １ 人の時間をつくって、ゆっく
りする

神戸支部
齋藤　秋人

⑤公園でまったりすごす
⑥どこでもすぐに眠りにつけます
⑦右も左も分からないですが、宜しくお願いいたします。

①大阪市
②歴史がある（堺市堺区）
③北新地のキッチンバーZENの

ランチ
④娘と遊ぶ事
⑤バス釣り
⑥
⑦不動産にかかわる方々の取引

の安全性と迅速さを重視して
業務に励みたい

尼崎支部
楠原　伸啓

①神戸市須磨区
②坂が多いので足が鍛えられます。
（神戸市東灘区）

③楠公さんの近くにある「たちば
な」という店のカキ、エビフラ
イは絶品です。ごはんの量はぜ
ひ大盛りで。

④ビールを飲むこと。

神戸支部
岸本　邦裕

⑤山登ったり、ダラダラと過ごしたいです。
⑥特にないです。
⑦土地家屋調査士として皆様のお役に立てるよう頑張

りたいと思います。
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　二年前、当時中学三年生の娘が進路選択の参考にと
ある有名雑誌社の冊子を持って帰ってきました。冊子
の中を覗いてみると、将来の職業として同じ法律関係
の国家資格が並んでいるにもかかわらず、「土地家屋
調査士」の資格名は載っていませんでした。この悔し
さが、私が広報部員になったきっかけです。
　今年から広報部部長の任を受けたことにより、これ
まで以上に土地家屋調査士の制度広報活動に積極的な
スタンスで取り組んでいきたいと考えています。まず
一つ目がこの本会広報誌の内容充実です。紙媒体なら
ではの特色を考えつつ、新たな企画を新広報部員とと
もに知恵を絞っていきたいと考えています。会員の皆
様からも新企画のアイデアがありましたら是非とも広
報部員にお伝えください。
　続いて各士業団体が独自に備えている制度広報ツー
ルに対する研究です。いいところはしっかりと吸収し、
兵庫県土地家屋調査士会ならではの視点を備えた広報
活動の基盤を整備していきたいと考えます。

　最後に次世代の若者に向けた制度広報の充実です。
私自身、今年度京都会主催の寄付講座へ講師として大
学に赴き授業をしてまいりました。この講座を通じて
毎年少なくとも100名近くの学生さんが土地家屋調査
士の「名前」と「業務内容」を理解してくれています。
このような活動は短期的な変化をもたらすことはない
でしょうが、地道に続けていくことが実を結んでいく
ものと思います。現在、兵庫会自身が主催する寄付講
座は全く準備できていません。今後は広報部員ととも
に、自前講座の開設を視野に入れて取り組んでいきた
いと思います。
　広報部ではインターンシップ受け入れや、支部の制
度広報に対する助成などもおこなっています。支部行
事などを通じた制度広報や、業務における土地家屋調
査士の真摯な姿勢を通して、すべての会員が制度広報
の担い手であると信じ、引き続きご協力をよろしくお
願いいたします。

（広報部長　中山　敬一）

　総会が終わると、本会新メンバーによる活動が始ま
ります。今回は会長選挙もあり、理事をはじめ本会役
員の顔ぶれや配置が変わり、岸本会長のもと新たな体
制のスタートとなりました。おめでとうございます。
　私は、引き続き広報部副部長として、中山部長、
佐古井理事とともに ２ 年間力を尽くして参ります。何か
と至りませんが、よりよい広報活動ができるようにみん
なで協力して頑張ります。よろしくお願いいたします。
　新広報部は、各支部の部員さんとの顔合わせも終わ
り、会報盛夏号の校正作業とともに、新たな １ 年が始
まりました。部員の皆様とこれから ２ 年間、楽しめる
為になる広報誌を提供していけるよう努めてまいりま
す。
　本会役員になってからは、総会が終わると新学期を
迎えるようで、新しいことが始まる期待にワクワクし

ます。総会直後は遅めの春でもリフレッシュな気分で
すが、あっという間に ７ 月が来て、気付くと暑い夏に
なっています。
　暑いとだんだん気力が衰えてしまいそうですが、 7
月は10士業によるワンストップの相談会や、 7 月31日
調査士の日の全国一斉電話相談会等のイベントがあ
り、 8 月には恒例の学生インターンシップの行事を行
いますので、暑い中でもみんなで頑張っていこうと思
います。（インターンシップの受け入れについて、会
員の皆様のご協力には、大変感謝しています。有難う
ございます。）
　最後に、各支部の制度広報への取り組みや、本会の
広報活動にご意見などございましたら、ご提案いただ
けますようよろしくお願いいたします。

（広報部副部長　菊田　貴惠）

編集後記

会報
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補助者証の更新手続について

　現在、会で発行している補
助者証は左記のタイプです。
発行日と有効期限の記載があ
ります。今、ご使用になって
いる補助者証の日付をご確認
下さい。また、以前のタイプ
の補助者証をお使いの方、有
効期限が切れている方は大至
急！更新手続をお願いいたし
ます。手続方法は下記の通り
です。

●有効期限満了の３か月前から交付の請求ができます。
●今、お使いの補助者証のコピーと写真（３㎝×４㎝、1枚）を揃えて、事務局までお申し出下さい。
●できあがり次第郵送いたします。（作成にお時間を頂きます）
●更新手続に於いて、料金は発生いたしません。

土地家屋調査士補助者証

事務所所在地
　○○○○○○○○

兵庫県土地家屋調査士会

●●　●●

● ● ● ●

土地家屋調査士氏名
登録番号　兵 庫　第×××号
電話番号　××××－××－××××
発 行 日　平成25年1月1日
有効期限　発行日から5年間　発行番号×××番
左の者は当会会員上記土地家屋調査士の
補助者であることを証する昭和55年12月31日生

注意事項

1．本証は業務執行中常に携帯すること。
2．本証は他人に貸与してはならない。
3．退職したときは、15日以内に本会に返納す
ること。

4．記載事項に変更を生じた場合は、15日以内
に本会に提出し訂正を受けること。

兵庫県土地家屋調査士会　電話 078－341－8180

有効期限は発行日から
５年です！

お し ら せお し ら せ
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第13回 会報Hyogoに参加してプレゼントを当てよう！！

クイズに挑戦し、答えが分かった方は解答欄にご記入の上、必要事項・アンケートと共に兵庫県土地家屋調
査士会事務局までファックスにて送って下さい。締め切りは8月31日（月）です。
正解者の中から、今回は抽選で「東北の美味しいもの」をプレゼントします。
前回は正解者の中から抽選で3名の方に『仙臺牛たん屋  牛たん焼きセット』を発送しました!!

FAX番号　０７８－３４１－８１１５

ありがとうございました。今後の会報編集の参考にさせていただきます。 なお、プレゼント当選者の発表は商品の発送にかえさせていただきます。

住　所　〒

氏　名 職　　業

この会報をどこで見ましたか？ 興味があった記事を教えて下さい

会報にて企画して欲しい事などがあればご自由にお書き下さい。

「太陽」のクロスワードです。タテ・ヨコのカギをヒン
トにパズルを解き、グレーのマスに入った５文字を並べ
かえてテーマに関係ある言葉にしてください。

1　お日様は、この方角からオハヨー
2　太陽神を讃えて、踊りやパレードで

熱狂
3　太陽王と呼ばれたフランス○○14世
4　バッジに菊は検事さん。ヒマワリなら？
5　船や飛行機で海外へ
6　“○○から目線”ならぬ“○○から
紫外線”ね

10　見てごらん、西空が真っ赤だよ
12　タヒチで金星の日面通過を観測、英
国の○○○船長

13　地球が太陽の周りをぐるーり
14　道路の穴。大阪の吹田市はフタに

「太陽の塔」
15　日差しを避けてココ（⇔室外）で過
ごす

17　和室のマナーで、床の間を背にした席
20　イカロスさん、次は耐熱接着剤でく
っつけなよ

22　実家。お盆に○○帰り
23　日焼けしすぎてスルメに！

題題
問問

締め切り：8月31日

タテのカギ
1　つまり、梅干が太陽ってこと？
7　○○○タワー。○○○カムエンジ

ン。○○○ピークス
8　子どもたちが可愛い○○で歌う「手
のひらを太陽に」

9　玉陵や○○○城がある沖縄では、太
陽＝てぃーだ

11　「太陽拳」や「かめはめ波」を使う
アニメの主人公

13　漫画喫茶にもあるプライベートルーム
15　“没落”を沈みゆく太陽にたとえて
16　駅伝で、一人が走る地点から地点
18　肌のUVケアを怠った○○が秋に回
ってくる？

19　レールの材質。炎天下で膨張
21　天女も暑かったのね。「○○の松原」
の羽衣伝説

22　帽子と違ってツバがメイン
24　天照大神がココに引きこもり、世界
は闇

25　小説も同名の歌もある「陽のあたる
○○道」

マネキネコ

ヨコのカギ

前回
　  の
　 解答解答欄

エマスシリアガリ
ビ リケン タ

タス イ ネムリ
カ

コ ン メ キ
マタ カ
バ

タ
キ
ン

ノ イタ コウ ウボ
シマ ア シチ
ミツ キ

ネ
ゲキ デ
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会員が所有し管理する測量機器について
業務使用中、携行中、保管中等の偶然の
事故を補償します。

団体総合生活補償保険



法務大臣認証第115号

078－341－8280
0120－144－400



岸　本　八太郎

（市営地下鉄）
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